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折衷主義かパラダイムの変革か

西日光
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1. はじめに

1970 年代以来、コミュニカティブ・ムーブメントの波が外国語教育

の役界に押しよせてきた。この閥、コミュニカティブ・アプローチと

いう言葉がしばしば使われてきたが、突は、新しい言語観と言語学習

綴に慕づいた、コミュニケーション能力を宵成するための一つの完成

された教授方法というものが存在していたわけではない。過去 10 数年

来のコミュニカティブ・ムーブメントを現在の時点に立って振り返っ

てみると、それは新しい外患諮教育の思潮であり、その思淑の中でい

くつかの具体的な教育の革新が行われ、そして現在ようやく新しい外

闇語教育を築くための新しいパラダイムが構築されつつあることがわ

かる。 80 年代に入ってからコミュニカティブ・ムーブメントの波を受

けた日本語教育は、 ESL (第二言語としての英語教育)とほぼ同様の

形でその影響を受けたということができるが、コミュニカティブ・ムー

ブメントの最終段階としてのパラダイムの変革については十分に理解

されていないように思われる。

本論では、まず、コミュニカティブ・ムーブメントの成果として起

こった具体的な教湾の慈新について述べ、次に折衷主義の動きについ

て触れ、最後にコミュニカティブ・ムーブメントの結果として生まれ

た新しいパラダイムの支婆な理念を日本語教育のコンテクストの中で
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概観する。本総はこのような作業により、折衷主義とパラダイムの変

革の岐路に立たされている現在の日本語教育の姿を浮かび上がらせよ

うとするものである。

11. コミュニカティブ・ムーブメントのやでの教育箪新

1.指導内容の改編

コミュニカティブ・ムーブメントの最初の教育革新は、外器語教脊

の指導内容の改編という形で起こった。その先駆けとなったのは、ヨ一

ロツパ協議会 (Counci口1 of Europeω) によるユニツト一クレジツト.

システムの関発である。 Wi行lIdns (1 976) の “ Notional Sy11 邑 busγ" 

及び Van Ek and Alexander (1 980) の

が公にされて以来、(1)シラパス策定の出発点として、学習者がどの

ような場函で誰に対してどのような意味を伝達するかを分析すること

(ニーズ分析)、 (2) 従来のように目標言語の基本的構造に関わる文型・

文法事項を学習言語禁項とするのではなく、学習者が表現したり潔解

したりする概念(いわゆる notion と function) を表現する実現体 (exponents)

を学習言諮事項としてシラパスを策定すること(コミュニカティブな

シラパス・デザイン)、及び、 (3) 文法的な正しさだけでなく社会言語

的な適切さにも配践することが、教材あるいは教科書作成の f 標準的

な J 手続きとなった。このような教育革新の背景には、言諮を意味伝

達の手段であると見る媒体的言語級 (Halliday 1973: 7; 1975: 11 

など)と、規範的な言語よりもむしろ実際の言語使用のやで使われる

言語及びその変異(スタイル、レジスター o Halliday 他 1970 : 87 

など)重視の姿勢がある。

2. 指導方法の革新

従来の指導方法では、文を正篠で迅速に構成する能力の訓練は行わ

れてきたが、言語のやりとりを流暢に展開する能力は訓練されなかっ

た。また、同じく従来の指導方法では、学習者が特定の行動目擦をも
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った現実のコミュニケーションのコンテクストに投入されることはほ

とんどなく、それゆえ、現実のコミュニケーション場阪に対処する能

力はほとんど訓練されなかった。このような反省からロール・プレイ、

シミュレーションなどの教授方略が流暢さの訓練として指導方法のー

っとして採用されるようになり、また、現笑のコミュニケーション過

程を模擬的に再現するタスク中心のリスニングやりーディングの練習

が行われるようになった。これらの革新の背景には、雷語コミュニケー

ションを意味の交渉過程であると見る過程的言語綴 (Breen and Candlin 

1980. Widdowson 1983. Savignon 1983 など)と、「実際にやって

みることによって学ぶ J という体験的学習観がある。

3. 指導内容と指導方法の革新

指導内容の革新と指導方法の革新というこつの独立した流れで始ま

ったコミュニカティブ・ムーブメントの教育革新はやがて新しい段階

に入る。それは、その後に構築される新しいパラダイムによる外留語

教育の指導 B表現につながる、議!題中心・内容(テーマやトピック)重

視・学習者主導の教授方絡である。そのような教授方略の具体的でわ

かりやすい実現体はプロジェクト・ワークである。日本語教育でも数

多くのプロジェクト・ワークの実践例が報告されている(田中 1992) 。

問中他(1 988) は、プロジェクト・ワークの基本的な手続きを次のよ

うに説明している。

1.タスクを理解する

2. アイデアを出しあい、教窓外活動の段取りを決めるディスカッシ

ョン

3. 教室外の活動に必要な言語練習

4. 教室外活動の準備

5. 教室外の活動

6. 情報を持ち帰ってまとめ、報告しあう

7. 集めた情報をもとに資料を作る

8. 完成品を発表する報告会

9. フィードパックのためのディスカッションと事後の手当て
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同じく田中(1 992) は、プロジェクト・ワークにおける教師の役割に

ついて次のようにまとめている。

教師は何をするのか

①学習者の興味や問題意識を十分に掘りおこす。「今まで知らなかっ

たこと J í知りたいと思うこと J を知ろうとするところから、タス

クを達成する意味が生まれる。

②レベルに合わせて学習活動を設定する。

③タスクの積み上げを考える。

「教室の外へ出れば、それだけで日本語の勉強になるはずと考える

べきではない。

④教室の外の世界に関する情報を提供する。

⑤現実世界でのコミュニケーションに必要な言語の確認をする

⑥モニターとフィードパック

また、昭和女子大学における山田(1 992) のプロジェクト・ワーク

の実践は、今後の日本語教育の広がりの可能性を示唆するものである。

田中他(1 988) 、田中(1 992) や山田(1 992) に表明されている外

国語教育の理念はそのまま、新しいパラダイムの一部を構成するもの

となる。

111 . 折衷主義の動き

このような具体的な教育の革新をもたらしながら発展してきたコミ

ュニカティブ・ムーブメントは、やがて決定的な転換点を迎える。

There is , in a sense , a 'strong' ver sion of the comm unica ti ve 

approach and a ‘ weak' version. The weak version which 

has become more or less standard practice in the 

last ten years , stresses the importance of providing 
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learners w�h oppotun��s to use the� Engl�h for 

co江l立lunìcatìve purposes and , characterìstìcally , attempts 

to �tegrate such act���s �to a w�er program 

of language t 巴 achìng 一一一. The ‘ strong' vers�n of 

commun�at�e teachìng , on the other h 旦 nd ， advances 

the cla� that language � acqu�ed through communìcatìon , 

50 that it � not mer‘ ely a quest�n of act�at�g an 

ex�t�g but inert knowledge of the language , but 

of stimulating the development of the language system 

�self. If the former could be descr�ed as ‘ learning 

to use' English , the latter entaìls ‘ using English 

to learn it.' (日 owatt1984: 279) 

上の記述は 80 年代中期の ESL の状況だが、日本語教育では今まさに

このような状況に至りつつある。すなわち、伝統的なアプローチを支

持するグループは、「弱いコミュニカティブ・アプローチ J を受け容れ、

それを伝統的なアプローチの中に取り込むことにより伝統的なパラダ

イムを維持する折衷主義の方向毎回ざしつつあり、日本語教育の大勢

もそちらの方向に傾きつつある。 ESL ではその後さらに研究が進み、「強

いコミュニカティブ・アプローチ J の流れが発複し、現在新しいパラ

ダイム構築の方向に動きつつあるが、教育方法研究の伝統が続く研究

者の腐の薄い日本語教湾では、「強いコミュニカティブ・アプローチ」

の流れが折衷主義の波の中でかき苦しされ、あるいはその波に押し流さ

れる傾向にあるように思われる。そこで、次節では外国語教青の新し

いパラダイムの主要な理念を概観し、日本語教宵のコンテクストでの

そのような理念の表明を指摘する。

R
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IV. 新しいパラダイムへの動き

1. 統合的なシステムとしてのコミュニカティブ・コンピテンス発達の

促進

託 ymes (1 971) の指摘 “ There are rules of use without 

which rules of grammar would be useless. >> 以来、コ

ミュニケーション能力の中に含まれる言語能力以外の知識・能力の研

究が急速に進展し、 Canale and Swain (1 980) あるいは Canale

(1 983) により言語コミュニケーションを可能にする潜在的な知識・能

力の総体であるコミュニカティブ・コンピテンスの概念について一定

のコンセンサスに逮した。新しいパラダイムでは、言語能力の訓練を

指導の中心に据えたり、文法、語い、発音あるいは精読、速読という

ふうに言語技能を分割的に指導したり、開く・読む・話す・書くの四

技能を各々独立に訓練したりせず、コミュニカティブ・コンピテンス

を一つの統合体としてその発達を促進しようとする (Scarcella and 

Oxford 1992: 95 -92) 。このようにコミュニカティブ・コンピテ

ンスを一つの統合的なシステムとして捉える見方は、西口他(1 988) 、

回中(1 992: 23) 、岡崎と岡崎(1990) 、岡崎 (1992) 、佐藤他(1990) 、

山田(1 992) などで表明されている。

2. 項目穏みよげ方式との訣 JJIJ

1 の必然的な結果として、新しいパラダイムでは、言語能力やコミュ

ニケーション能力を取り扱い可能な要索に分割して、その事項を一つ

ずつ学習者に潔得させることにより、知識や能力を穣み上げていくと

いった教授方略はとらない (Scarcella and Oxford 1992: 10) 。

そのような分割的アプローチあるいは項目積みよげ方式が言語習得の

ために適切なやり方ではないことは、第二昔話習得研究の結果から自

明のことであり、また、古くは Newmark and Reibel (1 968) 、

日本語教育においては古川(1 986) が指議している。
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3. 学習者鋭の変化

従来のアプローチでは、学留者はきわめて受身的な存在に見られ、教

姉によって準備された教育内容を詰め込まれていく「祭器 J のように

考えられていた。これに対し、新しいパラダイムでは、学習者は、認

知聞では、(1)各々の文化的背景を持ち、 (2) 膨大な知識を身につけ、

(3 )豊かな社会的能力を持ち、 (4) 記憶、推論、論 E霊的思考等さまざ

まな認知的能力を持つ有能な存在で、態度的な面では、(1) í知ること」

を志舟するそーティベーションを持ち、 (2) 積極的に学留を展開する

自主性を持つ能動的な存在であると見る。間的と悶的(1 990) 、岡崎

(1 992) や山田(1 992) はこのような学習者綴そ今後の日本語教育を

考える際の基礎とすべきことを主張している。

4. 学習観の変化

3 で表明されている学習者鋭は「全人格的な能動的学習者 J 綴とでも

言うべきものである。新しいパラダイムでは、学習者が持つ有利なも

のをすべて数育のための資材 (resource) と考え、それらを投入する

ことにより、教育の成菜の極大化をはかろうとする(西日他 1988 、岡

崎と間的 1990) 。一方、学習者は認知的、態度的な側面の他 lこ情意的

な側面も持つ。各々の学習者は、(1)特定の物事に対し興味を持ち(あ

るいは持たず)、 (2 ) 目標言語や包標言語文化に対し特定の情意的な

態度を持ち、 (3) あいまいさに対する許容度、t!J調性等について俗人

的な特質を夜し、 (4 ) 自分なりの学習スタイルや学習ストラテジーを

持つ個性的な存在である。新しいパラダイムでは、このような学習者

の偲別性に対応できる教湾計画そ行い、常にそれらをモニターしなが

ら教育を実施し、必要な場合は計図の修正を行う(岡ib1lf 1992) 。教脊

が学習者の学習目的やニーズに対応するように計画・実施されること

は言うまでもない。また、新しいパラダイムでは、実際のコミュニケー

ションのコンテクストの中で学習者にできるだけ大議に生の言語材料

に触れさせること、また、できるだけ多くネイティブ・スピーカーと
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の接触の機会を提供することが強調される(ネウストプニー 1982) 。

これは、生の言語材料と現実のコミュニケーションに参加することの

学習資材としての「豊かさ」及び、 「実際に体験することによって学ぶ」

ことを高く評価する結果である。

5. 教授方略の変化

統合的なシステムとしてのコミュニカティプ・コンピテンス発達の

志向、全人格的な能動的な学習者観、学習者の個別性への対応、豊か

な「現実」の中での体験的学習の重視などの基本理念から、課題中心、

内容重視、学習者主導という新しいパラダイムの教授方略の基本原理

が導き出される (Scarcella and Oxford 1992; 岡崎と岡崎 1990) 。

この基本原理は、従来のドリル中心、言語重視、教師主導の原理と明

らかな対照をなすものである。

6. 外国語教育の役割l の変化

ネウストプニー(1 982: 161) は、これからの外国語教育は単なる

コミュニケーション能力の教育にとどまらず、国際行動のための教育

という枠の中でのコミュニケーション能力の開発という形で考えなけ

ればならないと指摘している。田中(1 992 : 23) は日本語教師のワー

クショップの中で、「社会の中で自分が不利を被らないよう、自分が伝

えたいことを的確に伝えることができる能力、一時的なコミュニケー

シ ョンだけでな く相手とのあいだに納得のできる人間関係を作り上げ

ていくことのできる能力が養われて初めてコミュニケーション能力と

言うことができるのではないか、という意見が出た。 J と報告している。

山田(1 992) はさらに日本語教育の枠を広げ、異文化適応 という観点

から大学留学生に対する日本語教育を展開している。山田は、行動能

力は自己実現を促進するための諸能力の一つにすぎず、さらに言語コ

ミュニケーション能力はその行動能力を支える能力の一つにすぎない

と考え、日本語教育は異文化の中で自己実現を促進する能力の養成を

中心に据えて展開する必要があると説く。
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このような外国語教育の役割の変化は、外国語教育の倒的の鉱大を

滋味し、問符に、外 00 語教師にその役答1] や交任の再規定を婆求するも

のである。そしてその必然的な結果として、外国話教師に求められる

資質や能力も変化してくるであろう。

V. おわりに

コミュニカティブ・ムーブメントは単なる指導内容の改編や指導方

法の革新を目ざしたものではなく、それゆえそれに終るべきものでも

ない。その中での安直な教育蕊新を期待することはそのこと自体コミ

ュニカティブ・ムーブメントの本質を見誤ったものであると言わざる

を得ない。コミュニカティブ・ムーブメントの本質は従来の外国語教

育の基本理念の根本的な見霞しであり、新しい忠、怨、と科学的知見に基

づく新しい外国語教育の理念の構築である。コミュニカティブ・ムー

ブメントが始まって以来 10 数年の時間を綬て、現在ようやく新しいパ

ラダイムを構成する諸理念がその姿を見せはじめた。川径一絶対の教授

法はない。それゆえ折衷主義を採るのが適当である。 J と決める前に、

現在起こりつつある外国務教育のパラダイムの変革に注滋深い闘を向

ける必要がある。
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